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Ⅰ 序言  

この「安全の手引き」は、ギニアでの生活において最低限留意すべき事項をまとめたもの

です。2021 年の政変以降、ギニアの情勢は依然として不透明であり、一見平穏に見える日

常の裏で、デモや衝突が突発的に発生するリスクを常に孕んでいます。また、近年の経済状

況の悪化に伴い、日本人を含む外国人は「格好の犯罪標的」として見られている可能性があ

ります。 

経済平和研究所（IEP）発表の 2025年度版「世界平和度指数（GPI）」において、ギニアは

対象 163か国中 118位（日本は 12位）となっており、数値だけを見ても、日本とは比較に

ならないほど危険な環境にあると言わざるを得ません。かつて西アフリカ諸国の中で言わ

れてきた「相対的に安全」という認識は通用せず、常に高い警戒が必要です。 

皆様におかれましては、本手引きを日々の安全管理の指針とし、万全の防犯意識をもって

行動いただくように切に願っております。 

 

 海外に渡航・滞在される際には、国内で生活している時とは異なる心構えが必要です。 

緊急時の安否確認のため、海外に渡航される方は「たびレジ」に登録を、３か月以上滞在

される方は「在留届け」の提出をお願いします。 

 在留届けを提出後、帰国、転出、転居等が発生した場合は、情報の修正をお願いします。 

 

■外務省海外旅行登録「たびレジ」の登録はこちら 

 

■在留届け（３か月以上滞在される方）の登録はこちら 

 

■外務省海外安全ホームページはこちら 

 

■外務省海外安全アプリのダウンロードはこちら 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.ezairyu.mofa.go.jp/tabireg/
https://www.ezairyu.mofa.go.jp/RRnet/index.html
https://www.anzen.mofa.go.jp/
https://play.google.com/store/apps/details?id=jp.go.mofa.kaigaianzen01&pli=1
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Ⅱ 防犯の手引き 

 １ 防犯の基本的な心構え 

日本は世界でも有数の治安の良い国です。そのため、私たちはその環境に慣れ、日常的

に「安全」を意識する機会が少なくなっているのではないでしょうか。 

  しかし、海外で日本と同じ感覚で過ごすことは、犯罪に巻き込まれるリスクを格段に高

めます。 

  自分の身を自分で守るためには、常に高い意識を持ち、万全の対策を講じる必要があり

ます。犯罪に遭ってから「もっと注意していれば」、「あの時こうしておけば」と悔やんで

も、まさに「後悔先に立たず」です。 

 

 （１）安全のための三原則 

   自分自身の安全を守るため、「目立たない」「行動を予知されない」「用心を怠らない」 

という「安全のための三原則」を常に意識して行動してください。日頃からの小さな心 

掛けが、犯罪に遭遇するリスクを大幅に低減させることにつながります。 

     

ア 目立たない 

   （ア）目立つ行動・服装（身なり）を避ける 

   （イ）大声で日本語を話す、多額の現金を見せる、iPhoneなど高額なスマート 

フォンを露出するといったことを避ける 

   イ 用心を怠らない 

   （ア）周囲の状況に気を配り、隙をみせない。 

   （イ）興味本位で群衆が集まっている場所に近づかない。 

   ウ 行動を予知されない 

    行動をパターン化せず、安易に SNS等に予定を書き込まない。 

  

２ ギニアにおける最近の犯罪発生状況 

 （１）社会情勢 

2021年のクーデター後、2023年１月からの民政移管期間を経て、2025 年９月には

新憲法制定のための国民投票、同年 12月の大統領選挙、2026年１月には大統領就任

式が行われ、かつてクーデターを主導し暫定大統領となったドゥンブヤ氏が正式に

大統領に就任しました。 

2025年以降、目立った騒乱はありませんでしたが、2026年 2月 10日、首都コナク

リのコナクリ中央刑務所に収監中のトゥンバ・ディアキテ氏を他施設へ移送するた

め、軍特殊部隊員が刑務所に到着した際、刑務所員（警察）との間で銃撃戦が発生し、

周辺が一時封鎖されるという事件が発生しました。軍特殊部隊は他の治安機関に比

べ待遇が良く、部隊間の格差による不満の蓄積や組織の不一致を指摘する声もあり
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今後の治安情勢については引き続き注視が必要です。 

 （２）デモ等に対する警戒 

   ギニア全土のインフラ普及率は、電気 51％、水道 67%、インターネット 27%1１と、極

めて脆弱な状態にあり国民の生活に深刻な影響を与えています。これに加え食品等の

生活必需品の値上がりや政府による区画整備のための強引な立ち退き等に対して、道

路封鎖や投石を伴う抗議活動が散発的に発生していますが、それらに対して治安機関

による過剰な武力により鎮圧事案も確認されています。政府による実効性のあるイン

フラ改善策も期待できないなか、国民の不満は極めて高く、些細な衝突が、瞬く間に大

規模な暴動へと発展するおそれがあります。 

 （３）犯罪の発生状況 

   首都コナクリを始めギニア全土でスリ、ひったくり、車上荒らし等の窃盗事件が多発

しており、特にコナクリにおいて大麻やコカイン等の違法薬物摘発の報道も後を絶ち

ません。また、治安機関の制服やそれに類似した衣服を着用し、道路に簡易的なバリケ

ードを設置して車両を停止させたうえで金品を強奪する事件も発生している他、治安

機関要員による不当な言いがかりによる金銭の要求にも注意が必要です。 

   またマリと国境を接する地域には、大小様々な鉱山が存在し、金などの鉱物資源の採

掘が行われていますが、採掘した金や換金した現金を狙った武装強盗も発生していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1 インフラ情報出典先 

電気・インターネットWorld Bank Country Date 

https://data.worldbank.org/country/guinea (最終閲覧日 2026年 3月 30日） 

水道UNICEF（2020）Improving sustainable water access in rural communities in 

Guinea, 

https://www.unicefusa.org/sites/default/files/Water%20for%20Guinea%20Year%201%20

Report_0.pdf?file=Water_for_Guinea_Year_1_Report.pdf (最終閲覧日 2026年 3月 30

日） 

https://data.worldbank.org/country/guinea
https://www.unicefusa.org/sites/default/files/Water%20for%20Guinea%20Year%201%20Report_0.pdf?file=Water_for_Guinea_Year_1_Report.pdf
https://www.unicefusa.org/sites/default/files/Water%20for%20Guinea%20Year%201%20Report_0.pdf?file=Water_for_Guinea_Year_1_Report.pdf


4 

 

 ギニアにおける危険情報 

 

 

※レベル２の地域においてもコナクリのマトト、ラトマ地区などは十分ご注意ください。 

 

３ 防犯のための具体的注意事項 

  ギニアへ渡航する際は、外務省海外安全ホームページなどで通じて事前の情報収集を

行い、心構えと対策を講じておくことが重要です。 

（１）住居選定時の注意点 

   ア 比較的、生活インフラが整っているコナクリの DIXINN（ディクシン区）周辺を

推奨します。政府関連施設などが多数存在するカルーム地区は、治安機関による検

問が頻繁に行われており、それに伴う大渋滞が日常的に発生しており、また緊急事

態が発生した際、地区への出入制限が行われることが多いため、注意が必要です。 

   イ 防犯面より独立家屋は選択より排除し、警備員が 24時間体制で配置されている

など、セキュリティ対策が行われているマンションを選択してください。 

   ウ 入居する部屋は３階以上を推奨しますが、低層階の住居へ入居する際は、窓・扉

に鉄格子が設置されており、かつ施錠・解錠が問題なく行えることを事前に確認し

てください。また、居住する階層を問わず隣接する建物から飛び移ることができる、

侵入を容易にする足場があるような場合も注意が必要です。 

ラベ州 クビア県・マリ県 

ファラナ州 ディンギラエ県 

カンカン州 マンディアナ県・シギリ県・

トゥゲ県でマリと国境を接する地域 

 

レベル３（渡航中止勧告） 

 

 

首都コナクリを含む上記以外の地域 レベル２（不要不急の渡航中止） 

 

https://www.anzen.mofa.go.jp/info/pcterror_099.html
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   エ 前の住人が鍵を所持したままとなっている場合も多いため、入居後鍵の交換、必

要に応じてドアへの補助錠追加、ドアスコープ、ドアチェ-ン等の設置についても

オーナーと相談してください。 

   オ 比較的、停電が多い国ですので、マンションに自家発電設備の設置、動作状況を

管理人等に確認しておくことも重要です。 

（２）生活上の注意点 

   ア 在宅中でも自宅の施錠を徹底してください。 

   イ 訪問者があっても安易に扉を開けず、必ずドアスコープで相手、周囲の状況を確

認したうえで応対してください。 

   ウ 常に自宅周辺の環境に注意を払い、管理人や隣人とは良好な関係を構築してく 

ださい。 

   エ 自宅の鍵は総本数を把握し、予備鍵も含めて厳重に管理してください。 

オ 使用人を含めた第三者に鍵を預託する際は要否を慎重に検討してください。 

また貸し出した場合も自宅を長期間不在にする場合などは一時的に鍵を返却させ

ることも検討してください。 

カ 出張や休暇で自宅を不在にする場合は貴重品を置かない、SNS への投稿などを

通じて不特定多数に行動を知られることがないように注意してください。 

（３）外出時の注意点 

   ア 移動は車両を使用し、夜間帯における不要不急の外出は控えてください。 

   イ 短時間の外出であっても自宅の戸締まりを徹底してください。 

   ウ 外出する際は、必ず自身の証明する書類（パスポート等）を携行してください。 

   エ 目立つ服装は避け、貴金属、宝石類を身につけず、不必要に多額の現金を携行し

ないでください。 

   オ 常に周囲の状況に気を配り、見知らぬ人から不意に声を掛けられても相手にし 

     ないでください。 

   カ 外国人は常に狙われているという意識を持って行動してください。 

   （ア）自分の荷物から目を離さない。 

   （イ）レストランのテーブルに財布やスマートフォンを置く、ズボンの後ろポケット

やリュックサックのポケットに財布やスマートフォン入れる行為は盗難のリ

スクを高めます。 

   キ 強盗等の犯罪に遭遇した際は決して抵抗せず、自身の安全を確保するためにも 

犯人の指示に従ってください。少額の現金を入れた財布や普段使いとは別のス

マートフォンを準備しておき、強盗犯にそれを差し出すことで被害を最小限に

とどめることが可能です。 

   ク 車両で外出する際は、車外から見える範囲に荷物を残すことは車上荒らしに遭

う危険がありますので、車内に荷物を残さない、残す場合も車外から見えないト 
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ランクに隠す等の対策を取ってください。 

 

４ 交通事情と事故対策 

（１）交通事情とマナー 

   ア 道路は右側通行で、原則として右ハンドル車両の使用は禁止されています。 

イ 国内に信号機は極めて少なく、交差点は円形交差点（ラウンドアバウト） 

が主流です。この交差点では交差点内を走行している車両に優先権があります。 

ウ 幹線道路を除き、多くの道路は未舗装で状態は良好とは言えません。道路の陥没

や蓋のないマンホールが散見されますが、蓋がない箇所には古タイヤや障害物を

置いて注意喚起しているケースがあります。 

エ ガードレール等の安全対策はほぼ未整備です。特に雨期は溢れた水によって道

路と側溝の境界が判別不能となり、脱輪事故に繋がる可能性があります。 

  オ 夜間および降雨時の視界不良 

街灯が無い区間も多く、夜間や降雨時には極端に視界が悪くなります。無灯火の車

両や歩行者も多いため、運転には注意が必要です。 

  カ 交通法規は存在するものの形骸化しており、交通マナーは極めて劣悪です。逆走 

   や無理な追い越しが常態化しているほか、整備不良（ブレーキランプの故障等）の

車両も多数しています。常に周囲の動きを警戒し、防衛運転に努めてください。 

（２）交通事故の処理 

   ア 直ちに警察に通報を行い、負傷者がいる場合は救護措置をとったうえで、警察の

到着を待ってください。 

   イ 車両から離れる場合は、車内に貴重品を残さずドアをロックしてください。 

   ウ 示談は後にトラブルに発展する可能性がありますので、警察官を介した対応を 

    おこなってください。 

   エ 事故が発生した場合、近隣から野次馬があつまり、暴行を受ける場合があります

ので、身の危険を感じる場合は警察の到着まで車内で待機する、もしくは警察へ

連絡のうえ現場より離脱してください。 

（３）その他 

   ア 車両について 

当地にはメーカーのディーラーのほか、欧州等からの輸入中古車を扱う販売店が

多数存在します。しかし悪路や冠水といった劣悪な道路事情から、走破性の高い４WD

車がよく使用されているようです。 

   イ 修理業者について 

現地には民間の修理業者が存在しますが、その整備技術は千差万別です。不適切な

修理が重大事故につながる恐れもあるため、業者の選定には慎重を期す必要があり

ます。 



7 

 

   ウ 燃料について 

当地では、過去に様々な要因により燃料の流通が停滞したケースが度々発生して

います。ガソリンスタンドに長蛇の列ができ、入手困難になる事態も想定されます。

残量に余裕がある段階でも「早めの給油」を心がけ、不測の事態に備えてください。 

 

５ テロ・誘拐対策 

（１）テロ 

   現在、ギニア国内では隣国マリのような大規模なテロ組織の活動は確認されていま

せん。しかし、マリと国境付近の町ではテロ関連容疑者の摘発が報告されているほか、

オンライン上でも複数の過激派ネットワークの浸透が確認されており、治安当局は警

戒を強めています。 

  現時点において、国内でテロ組織が関与したと断定される事案は発生していません

が、周辺国の状況から潜在的な脅威は高まっていると考えられます。 

不特定多数が集まる場所（宗教施設、市場、ホテルやレストラン）を訪れる際は、周

囲の状況（不審人物や不審物の有無）に注意を払い、「テロの標的になり得る場所」で

は注意が必要です。 

（２）誘拐 

 身代金目的で未成年を狙った事件や、政治的背景に基づく誘拐事件は度々発生して

います。なお日本人が被害に遭った事例は確認されていませんが、「日本人は裕福」と

いう既成概念を鑑みれば、今後も日本人が標的にならないという保証はどこにもあり

ません。 

  

６ 緊急連絡先等 

（１）緊急時に使用する番号 

連絡先 電話番号 備考 

警察 １１７ 日本の１１０番に該当 

消防・救急 １８／１１８ 日本の１１９番に該当 

国家憲兵隊 １２２  

 

（２）政府関連 

   ア DCPAF（中央国境警察局）ビザ申請公式サイトはこちら 

   イ ギニア政府サービスポータルでの各種行政手続きはこちら 

ウ ギニア国立観光局の公式サイトはこちら 

      

（３）医療機関 

   当地の代表的な医療機関を以下に記載しましたが、それ以外の医療機関の情報につ

https://www.paf.gov.gn/visa
https://service-public.gov.gn/
https://guineetourisme.com/
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いては外務省 HP「世界の医療事情」をご確認ください。 

 

   ア Clinique Ambroise Paré（クリニク アンブロワーズ パレ） 

    内科・外科・産婦人科・小児科・脳外科・泌尿器科・耳鼻咽喉科・皮膚科・眼科を 

   有する私立総合病院 

    所在地：Corniche Nord, Camayenne, Commune de Dixinn 

    電話番号：+224-625-13-13-24 または +224-613-18-96-13 

   イ International Clinic（インターナショナル クリニック） 

    内科、外科、産婦人科、小児科、脳外科、整形外科、泌尿器科、耳鼻咽喉科、皮膚

科、眼科を有する私立総合病院で外国人医師が多数在籍 

所在地： Camayenne, Commune de Dixinn 

電話：+224-654-09-99-99 または +224-654-05-55-55 

   ウ Clinique Pasteur（クリニク パストゥール） 

    マラリアを含めた一般的疾患の治療が可能な私立クリニック 

    所在地： Quartier Manquépas, Commune de Kaloum 

電話：+224-621-35-01-01 

 

（４）法律相談 

   こちらのサイトより法律事務所を探すことが可能です。 

（５）在ギニア日本国大使館 

所在地：Quartier Landréah Port, Corniche Nord, Commune de Dixinn, Conakry,  

République de Guinée. B.P.895 

電話番号：+224-628-68-38-38～41 ※注 

領事班直通 +224-613-00-65-76 

※注：夜間休日等の大使館閉館時間帯にお電話をいただいた場合、電話受付会社に 

転送されますのでご用件をお伝えください。 

 

   緊急事態が発生した際、当館は以下の手段を通じて情報発信を行います。常に複数の

手段で情報を得られるように準備を整えてください。 

 

 

ア メール配信 

「在留届」や「たびレジ」に登録いただいたメールアドレスを使用しますので、在

留の内容に変更がある場合は、速やかに更新をお願いします。 

 

イ NHKワールド・ラジオ日本 

https://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/medi/africa/guina.html
https://www.goafricaonline.com/gn/annuaire/cabinets-avocat
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インターネットに支障が発生している場合、NHKワールド・ラジオを通じた情報発

信を行う場合があります。緊急時に備えてラジオを常備してください。 

    NHKワールド・ラジオ日本の周波数等はこちらをご確認ください。 

   ウ 大使館の FM放送機 

    大使館周辺の限られた範囲内となりますが、周波数 92.0MHｚを使用して案内放送

を行う場合があります。 

 

７ 簡単な緊急時のフランス語表現 

助けを求める表現                                                             

助けて！ Au secours! (オースクー！) 

Aidez-moi! (エデモワ！) 

緊急事態だ！ C’est une  urgence! (セテュンヌ ユルジャンス！) 

警察を呼んで！ Applez la police! (アプレ ラ ポリス！) 

火事だ！ Au feu! (オ フゥー！) 

消防を呼んで！ Appelez les pompiers! (アプレ レポンピエ！) 

救急車を呼んで！ Appelez une ambulance! (アプレ ユヌ アンビュランス！) 

急いで！ Vite！（ヴィッツ！） 

危ない！ Danger! (ダンジェ！) 

気をつけて！ Attention! (アタンシォン！) 

盗難に遭った際の表現 

バックを盗まれた On m’a volé mon sac (オン マ ヴォレモン サック) 

泥棒だ Au Voleur! (オ ヴォローフ！) 

日本語を話す人はいま 

せんか？ 

Est-ce qu’il y a quelqu’un qui parle japonais ? 

（エスキリャ ケルカン キ パルル ジャポネ？）  

相手に容態を尋ねる際の表現 

大丈夫ですか？ Vous allez bien? (ヴ ザレ ビヤン？) 

どうしたのですか？ Qu’est-ce qui s’est passé? (ケスキ セ パッセ？) 

心配しないで Ne vous inquiétez pas (ヌ ヴ ザンギエテ パ) 

救急車が必要ですか？ Avez-vous besoin d’une ambulance？ 

(アヴェ ヴ ブゾワン デュヌ アンビュランス？) 

気分・状態を伝える表現 

負傷しました。 Je me suis blessé(e) (ジュ ム スュイ ブレッセ) 

動けません。 Je ne peux pas bouger(ジュ ヌ プ パ ブジェ) 

助けてください。 J’ai besoin d’aide. Aidez-moi s’il vous plâit 

(ジェ ブゾワン デッド.エデ モワ シル ヴ プレ) 

https://www3.nhk.or.jp/nhkworld/ja/information/brochure/pdf/radio_frequency_schedule.pdf
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気分が悪い Je me sens mal (ジュ ム サン マル) 

 

 

Ⅲ 在留邦人用緊急事態対処マニュアル 

 １ 平素の準備と心構え 

  大規模な事件、事故は、前触れなく突如として発生します。ひとたび発生すれば、交

通遮断や通信障害、商品流通の停止など、日常生活に甚大な影響を及ぼすことは避けられま

せん。 

  こうした不測の事態に際し、自身と家族の安全を確保するためには「パニックに陥らず、

冷静に行動するための準備」を日頃から行っておくことが不可欠です。 

  また、政情不安や暴動などの人為的な事態は、一見突発的に見えても、事前に現地特有

の「不穏な空気」が漂うことが多々あります。日頃から周囲の状況にアンテナを張り、こ

うした「空気の変化」をいち早く察知することも重要な対策の一つです。 

  重要と考えられる具体的な備えについて、以下のとおりまとめました 

 

 ２ 情報の把握 

  緊急事態が発生した際、迅速かつ適切な行動をとるためには情報が不可欠です。 

  発生状況や被害、対処法を正しく判断するために現地のニュースサイトや SNSなど複 

数の手段で情報収集を行ってください。 

ただし、緊急時はデマや不確定な情報が拡散されやすく、群集心理に陥る危険もあり 

ます。常に情報の真偽を確かめ、冷静な対応を心がけてください。 

  なお、当地では重要な政治的イベントが行われる際は、政府が「国民の秩序と安全確 

保」を名目に、SNSの遮断やインターネット接続制限を課してきた経緯があります。こう 

した通信遮断は、情報収集の障害になる恐れがあるため、電池式ラジオや VPN の構築およ 

び利用を準備しておくことを推奨いたします。 

  

３ 行動 

  緊急事態発生の際、状況を確認するために不用意に外出することは、自身の身を危険に

さらす恐れがありますので、まずは自宅や屋内の安全な場所で正確な情報の収集に努

めてください。ただし、その場に自宅に留まることが命の危険に直結する場合はこの限

りではありません。その際は、周囲の状況を慎重に見極めた上で、安全な場所へ避難を

行ってください。 

 

４ 備蓄について 

（１）外出が禁止されるような事態になったことを想定し、自宅には最低３日から 

１週間分の飲料水、食料や生活必需品を準備しておいてください。 



11 

 

 （２）通信障害や停電によりカード決裁が使用出来なくなる事態を想定し、当面の生活 

に使用するための現金を手元に準備しておく必要があります。また、現地通貨だけで

なく、米ドル（USD）やユーロ（EUR）など世界中で通用する強貨も併せて準備して

ください。なお、現金を自宅内に保管する場合、盗難リスクを想定し分散して保管

しておくことも重要です。 

（３）末尾の「緊急事態に備えてのチェックリスト」もご参照ください。 

  

５ 連絡体制の整備 

  緊急事態が発生した際は、当館より「在留届」又は「たびレジ」にご登録いただいた情

報に基づき、安全に関する情報発信および皆様の安否確認を行う場合がありますので

「在留届」又は「たびレジ」は、常に最新の情報に更新いただくようにお願いします。 

  

６ 退避 

 （１）国内避難 

   自宅に留まることが困難、あるいは身の危険が差し迫った状況に陥った場合は、在ギ

ニア日本国大使館、もしくは大使公邸に避難してください。 

   ※ご自身の判断で避難される場合は、可能な限り事前に連絡をお願いします。 

    また、事前に避難先の位置、避難ルート（可能な限り複数）の策定を行っておいて

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大使館事務所 

日本大使公邸 
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 （２）国外退避 

  （ア）自主的な避難 

    現地の治安や正常が極端に悪化し、国内に留まること自体が困難との判断に至っ

た場合（企業や派遣先の判断を含む）は、民間航空機が運航しているうちに速やかに

国外へ退避してください。その際は大使館に国外退去した旨をお知らせください。 

  （イ）避難勧告による避難 

    当地の危険情報が「避難勧告（レベル４）」となった場合、（ア）同様に速やかに国

外へ退避をお願いします。事態が悪化した場合、空港の閉鎖や航空便の欠航により退

避が困難となることがあります。 

    民間航空機の運航が停止され、空路での国外退避が困難となった場合、臨時便や政

府チャーター便等の運航が検討されますので、その場合には当館より適宜情報を発

信いたします。なお、政府チャーター便にはペットの帯同ができませんので、ペット

をお連れの方は民間航空機が運航している間に退避されることを強くお勧めいたし

ます。 

 

 

Ⅳ 結語 

 安全に「絶対」はありません。本紙手引きで示した対策を講じても、リスクを完全に「０」 

とすることは不可能です。しかし、日頃からの「高い意識」と「万全の準備」こそが、リス 

クを限りなくゼロに近づけ、不測の事態において自身と家族を守る唯一の盾となります。 

 海外で生活するということは、自らの責任で安全を確保するということに他なりません。 

皆様一人ひとりが常に最新の情報に耳を傾け、冷静かつ迅速な判断ができるよう、本手引 

きを折りに触れて読み返し、日々の防犯に努めていただければ幸いです。 
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緊急事態に備えてのチェックリスト 

１ 旅券（パスポート） 

 □ 所持しているパスポートは有効期限内であるか（６か月以上の残存期間はあるか） 

 □ 査証欄の余白ページが少なくなっていないか 

 □ パスポートの最終ページの「緊急連絡先」の情報を記載しているか 

 □ イエローカードは常にパスポートとともに保管してください。 

 □ パスポート紛失時に備えパスポート用の写真（撮影から６か月以内） 

 

２ 現金および貴重品 

 □ ギニアフラン（家族全員が１０日程度生活できる金額） 

 □ 外貨現金（米ドル、ユーロ、日本円等） 

 

３ 自動車 

 □ 常時整備・点検を行い十分な燃料を確保してください。 

 □ 懐中電灯、ティッシュペーパー等 

 

４ 携行品 

 □ 携帯電話および充電器 

 □ パソコンおよび充電器 

 □ モバイルバッテリー 

 □ 衣類・着替え（長袖・長ズボンを推奨） 

 □ 履物（動きやすさを重視した壊れにくいもの） 

 □ 洗面用具（タオル、歯磨きセット、石けん等） 

 □ 飲料水・非常用食料（３日分程度） 

 □ 医薬品 

 □ ラジオおよび予備の電池 

 □ 緊急連絡先のリスト 

 □ その他 

   懐中電灯、トイレットペーパー、ライター、ろうそく、マッチ、ナイフ 
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   簡易的な調理器具、カトラリー類、固形燃料 


